
◆さつま町の所得推計

　◎町内総生産額 単位：千円
年度
１７年度
１８年度

鹿児島県 １８年度

　◎町内総所得額 単位：千円

１７年度
１８年度

鹿児島県 １８年度

　◎町民（県民）１人あたりの所得額 単位：千円

１７年度
１８年度

就業人口表
項目 市町村際差額 市町村内就業人口

雇用者 役員 計 個人業主 家族従業者 合計 内民差し引き
01 03=01+02 04 05 06=3+4+5 07 08=06-07

農業 01 473 61 534 1,516 721 2,771 -40 2,811
林業 02 23 3 26 14 8 48 5 43
水産業 03 5 3 8 3 1 12 -1 13
鉱業 04 24 0 24 0 0 24 -6 30
製造業 05 2,382 112 2,494 66 13 2,573 -66 2,639
建設業 06 602 126 728 161 1 890 77 813
電・ガ・水 07 39 0 39 0 0 39 -1 40
卸売・小売業 08 1,052 148 1,200 248 38 1,486 -4 1,490
金融・保険業 09 130 0 130 9 1 140 -24 164
不動産業 10 5 1 6 6 0 12 0 12
運輸・通信業 11 335 16 351 14 0 365 71 294
サービス業 12 2,721 114 2,835 439 58 3,332 -306 3,638

政府サービス生産者 13 909 0 909 0 0 909 -21 930
対家計民間非営利サービス生産者 14 412 18 430 3 1 434 -60 494
就業人口計 15 9,112 602 9,714 2,479 842 13,035 -376 13,411

用語解説
市町村内総生産
　市町村内総生産とは，一定期間内に市町村内の生産活動によって，新たに生み出された価値（付加価値）の評価額を示した
　もので，産出額から中間投入（注）を控除したものにあたる。
　（注）中間投入とは，原材料，光熱費，間接費などの生産の過程で消費された財貨・サービスである。
市町村民所得
　生産活動で生み出された付加価値が，市町村民（生産要素を提供した市町村の居住者）にどのように配分されるか把握した
　もので，雇用者報酬，財産所得，企業所得から構成される。

7

15

さつま町
57,561,832 1.45% 3.5% 14

さつま町

さつま町
2,241

99.96%

資料先：鹿児島県統計協会

資料先：鹿児島県統計協会

産業

市町村内常住人口

鹿児島県

57,487,816

3,979,293,913

人口１人あたりの所得額

2,282

2,283

総生産額

81,458,342

5,323,134,944

総所得額

80,857,536
県内構成比（％）

1.53%

100.0%

県内構成比（％）

1.53%

100.0%

-0.1%

0.4%

対前年度増加率

1.8%

1.0%

1.44%

100.0%

99.12%
対県計格差（％）

14

－

県内順位

県内順位対前年度増加率

県内順位

14

2.5%

－

6

－

対前年度増加率

0.7%

0.40%

-1.3%

市町村内総生産額割合
帰属利子

4%

消費税
1%

対家計民間非営利サービス
生産者 2%

公務
9%

政府：サービス業
4%

政府：電気・ガス
・水道業 1%

サービス業
15%

運輸・通信業
5%

不動産業
11%

金融・保険業
3%

卸売・小売業
5%

電気・ガス・水道業
1%

建設業
7%

製造業
25%

林業
1% 水産業

0%

鉱業
0%

農業
5%

輸入品に課される税・関税
1%

農業

林業

水産業

鉱業

製造業

建設業

電気・ガス・水道業

卸売・小売業

金融・保険業

不動産業

運輸・通信業

サービス業

政府：電気・ガス・水道業

政府：サービス業

公務

対家計民間非営利サービス生産
者
輸入品に課される税・関税

消費税

帰属利子


